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 わが国の死亡原因は,第 一位が脳卒中,次 にガン,
心臓病の順で,欧 米先進諸国では,心 臓病が最 も多 い








リド,コ レステロール.燐 脂質.脂 肪酸などの脂質が
タンパ ク質 と結合体をつ くり存在 している。これを一
般に リポタンパク質 と呼んでいる。高脂血症 という症
状は,こ の血漿中に リポタンパ ク質の型で存在す る脂
質の含有量が正常域(成 入の場合.血 漿中には,50～
ユ40mg/100mlの トリグ リセ リドと15Q～230mg/100m1
の コレステロールが 含まれている。)を 超えて 増加す
る状態のことである。この原因は,従 来われわれ日本
人 の食事習慣が米食を中心とした塩分の過剰摂取,低
タンパ ク食であったのに比 し,最 近では,欧 米なみの
高 カロリー食および高 コレステロール食に移行 しつつ
あるためと考え られ る。
 この心筋梗塞症 の発生率の極めて高 い欧米諸国では
永年 この原因を究明するべ く,多 くの学者の手により
探究されてきた。とくに,こ こ数年 この分野の研究 は,
アメ リカを中心 にした数研究グループによる活発な研
究活動の結果,著 しい進歩が示 されている。筆者 も昨
年一年間,イ リノイ大学のバ ンサイド研究所でこれ ら
の研究 グループの一つに加わ り,リ ポタンパ ク質の代
謝に関連す る酵素,レ シチン:コ レステロール ・アシ
ル トランスフェラーゼ』(以下LCATと する。 E C 2.
3.1.43)の 研究に従事 してきた。そこで留学報告
をかねて,リ ポタンパク質 とLCATに ついて 簡単に
解説をする。ただ,現 在研究結果については投稿準備
中なの で,オ リジナル ・デ ー ター は示 さず要 約 にとど
め る。
1.血 漿 リポ タ ンパ ク質*
食品学研究室
 われわれにとって脂質(ト リグ リセ リド,コ レステ
ロール,燐 脂質)は エネルギー源 として,膜 成分の構
成員 として,ま た生理活性物質 として,極 めて重要な
働きをする物質である。 これ らの脂質 は食餌として摂
取された ものが腸内において膵臓 リパ ーゼ.コ レステ
ロール,エ ステラーゼなどの作用で加水分解 され,吸
収される。次に小腸粘膜中で再びエステル化反応をう
けて,ト リグ リセ リドなどの脂質に再構成されて血液
中に出る。また脂肪組織に貯え られたり.肝 臓などの
組織中で合成された脂質 も,体 の必要 に応 じて動員さ
れて,各 種の組織細胞に運ばれ る。このように水に溶
けない脂質が一つの組織か ら他 の組織に運 ばれる際に
は リポタンパク質の型で血液中を流れ る。
 これらの血漿中の リポタンパ ク質 は,中 心部は疎水
性の トリグリセ リド及びコレステロールエステルよ り
な り,そ の周囲をタンパ ク質(ア ポタ ンパ ク質),燐 脂
質(主 として レシチン)及 びコ レステロールといった
親水性基をもつ化合物がとりか こみ,こ れ らの化合物
がお互いに疎水性結合。水素結合,イ オン性結合など
                      0
で弱 く結 合 した 集合体の型 を した直径50～10,㎜Aの
水溶性 の球状粒子 を形成 して い る。 (図 ユ参照)
 現在 リポ タ ン/¥°ク質 は,超 遠 心分 離法 で分 画 され,
比重 の 小 さい リポタ ンパ ク質 群(d=0.93～1.09)と
比重の 大 きい リポタ ンパ ク質 群(d=1.09～1.25)に
大別 されてい る。 さ らに表 一13)で 示す ごと く比重の
小 さい ものか ら大 きい ものの順 にカ イ ロマ イ クロン.
超低 比 重 リポタ ンパ ク質(VLDL),低 比重 リポ タ ン
パ ク質(LDL),高 比重 リポタ ンパ ク 質(HDL2),高
比 重 リポタ ンパ ク質(HDL3)及 び 超 高 比重 リポタ ン
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A-I 28，3∞ 243 
A-l[ 17，000 154 
A-][(D) 22，100 
B ? 
C-I 6，331 57 
C-l[ 8，837 78 













































































































































文献14 文献15 文献16 文献17
リ ジ シ 28 31 26 31 
ヒスチジシ 27 26 22 26 
アノレギニ γ 40 38 34 41 
アスパラギン酸 80 74 75 82 
スレオニ γ 48 44 46 55 
セ リ γ 49 50 48 56 
グルタミ γ 酸 83 92 80 93 
ブ ロ リ γ お4 76 64 78 
グ リ 、ン てノ 74 88 77 85 
ア ブ ー γ 48 51 49 60 
半ーシスチ γ 8 N.D. 6 8 
/、守 リ ユノ 61 46 51 61 
メチオニ γ 18 16 15 16 
イソロイシン 37 28 32 39 
ロ イ 、ン てノ 106 92 89 102 
チ ロ シ γ 40 38 32 29 
フェニルアラニγ 39 37 35 32 
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